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な 慈悲心 でして 居る つもりの ことが、 利己主義の 慈悲 

ひに な つ て は 残念です。 

トルストイの 作品の うちにあった 例 だと 思います。 

何の 職業 をして 居る 人だった か 忘れ ましたが、 とに か 

く 慈悲 を 心がけて 暮らして 居る 或る 男が ありました。 

或る 冬の 夜、 非常に 天候が 荒れ (或いは 雪の 夜だった 

かもしれ ません) ました。 慈悲 深い 男 は、 家 外の 寒さ 

を 思い遣り 乍ら 室内の スト— ヴの 火に 暖を 採り、 椅子 

に ふか ふかと 身 を 埋めて 静に 読書して 居りました。 と 

家 外の 吹雪の 中に 一 人の ヴァイオリン 弾きの 老爺の 乞 

食が 立ち、 やがて それ は 寒さの ために 縮んで 主人の 室 



の 硝子 扉に 貼りつ くように 体 を 寄せました。 主人 はも 

とより 慈悲の 心で 生きて 居る 人です。 しばらく ヴ アイ 

ォ リン 弾きの 乞食 姿 を あわれと 思って 見て 居りました 

が、 やがて 意 を 決して 硝子 扉 を 開けました。 主人 は そ 

して、 ひたすら 恐縮す る ヴァイオリン 弾き を 室内へ 招 

じ、 暖ぃ 喰べ もの を 与え、 スト ー ヴの火 を どんどん 焚 

き 足して 長時間 吹雪の なかに さすら つて こごえて 来た 

乞食の 老爺の 体 を あたためて 遣りました。 

翌日、 その 翌日と なり 雪 は 晴れ 道 もよ くな りました _ 

ヴァイオリン 弾きの 老爺 はしき りに 主人の 邸内から 辞 

して また さすらいの 旅に 出ようと しました。 しかし、 
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